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令和７年度の主な取組 
相談対応、移住決定、滞在受⼊、情報発信など、 

令和 7 年度の主な動きを数字でまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



移住促進がもたらす御浜町への経済効果

1人の移住・定住 ＝ 御浜町に 毎年約125万円/人 の経済効果

試算の根拠（1人あたり年間消費）

食費・日用品 約 36万円

住居費（家賃等） 約 36万円

交通・車両費 約 24万円

医療・保険 約 12万円

外食・ 娯楽・ その他 約 17万円

合 計 約 125万円
※ 総務省「家計調査」単身世帯平均をもとに試算

2025年度 移住の成果を経済効果(円)に換算

17 名の移住決定

× 125万円 = 

5年定住 経済効果

1億円

10年定住 経済効果

2.1億円

20年定住 経済効果

4.2億円

※ 17名の移住者が御浜町内で消費し続けた場合の累計試算(LTV)

毎年2,125万円
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御浜町を知ってもらう、新しい⼊⼝づくり 
遠⽅にいても御浜町や尾呂志地区の暮らし・魅⼒にふれてもらえるよう、発信の幅を広げました。 
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御浜町で働くイメージを届ける 
移住を考える⽅にとって、住まいと同じくらい⼤きな不安となるのが「仕事」です。 

令和７年度は、御浜町周辺の求⼈情報をまとめたサイト「三重県南部地域の求⼈情報」を⽴ち上げ、

仕事情報の発信に⼒を⼊れました。 

求⼈情報だけでなく、町内事業者への取材や、職場の雰囲気が伝わる記事づくりにも取組ました。 
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地元出⾝者に、御浜町の今を届ける 
将来的な U ターンや地域との関わりにつなげるため、御浜町を離れて暮らす若い世代にも、 

仕事やイベント、暮らしの情報が届く仕組みづくりに取り組みました。 
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滞在を通じて、御浜町の暮らしを体験する 
移住希望者が御浜町での暮らしを具体的にイメージできるよう、移住体験住宅等を活⽤した滞在受⼊

を⾏いました。滞在中は、相談内容や⽬的に応じて、地域案内、農業体験、尾呂志学園⾒学、仕事・

住まいに関する案内等につなげました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





8   
 ( ) 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(CVR)

CPL

( )

( )

PMF (

)

(
)

( )

(

)

VOC
(

)

PMF

×

×

(

)

(
)

(
)

KPI

(notion ) ( )

1

70
SNS

4
LINE

2

( )
1

70
SNS 4

LINE 2

LP
( ×

TOP
)

20

DL
LINE

(
)

(
)

LINE (

)

LINE QR
LINE

(

(
)

( )

QR

×
sagojo

LINE (
1 )( )

(LTV)

  (
→

)




	Slide 1

